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二道説について

大 友 康 敬

0 Chandbgyppamisad (ChU.) とBrhadaranyakopanisad (BAU.)1)と に 伝 え

られ る五火二道説 は初期 の ヴェー ダ文献 よ り徐 々に芽 生え始 めた 再生 の観念2)を

体系的 に組織 し, 輪 廻 と解説 の構造を完成 させ た もの と認 め られ る。 この教説 は

「五つ の祭火 の教 え」(pancagnividya)3)と「 神 々へ の道」(devayana)「 祖 霊への道」

(pitryana)を 説 くいわゆ る二道説4)と か らなる。ChU.のdevayanaの 一 部 と同一

の記述がChU.4, 15に あ る。 中期 以降の古 ウバミニシャ ッ ドであ るMundbkopa.

nisad (MuU.)。Prasnopanisad (PrU.)に も二道説 が説かれ る。 本稿では これ ら

二道説の経路を 中心に比較 してみたい5)。

1 devayana経 路 は連続 して示されるが, I～IIIに分割して表示した。

1はChU., BAU.と もに一 致 している。nに おいて, ChU.が 歳→ 太陽→ 月

とあるのに対 し, BAU.は 神 々の世界→太陽 ととあ り歳 と神 々の世界6)と が相違

し, さ らに月を経 由 しない。IIIの 部 分, ChU.: 電 光(vidyut)と, BAU.: 電 光

の 火(vaidyuta)と は 同 じとみて よいであ ろ う。最終の到達点で あるChU.: bra

hman(n.)とBAU.: brahmaloka(m.P1.)と は看過 しえない相違 である。

2 pitryana

1は 表 現 は異なるがChU., BAU.と もに一致す る。 夜→月 の欠け る半月 とい

う経路 はdevayanaの 昼 一→月の満 ちる半月 と対照的で あるQChU.は 太 陽南行
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の6箇 月の後, 「彼 らは歳 に到達 しない」 とい う一節が ある。 さ き にdevayana

の 経 路Iに おいてBAU.が 神 々の世界を経 由 し た が, pitryanaの 経 路Iで は

ChU., BAU.と もに祖霊の世界に はい るとい う。 またChU .は 月 にはい る前に

虚空を経 由す るとい うが, BAU.で は, これ を経 由 しない。ChU.で は 月で暫 く

留 ま り折 り返す とい うが, ま った く同 じ道を折 り返す のではない8)。BAU.で は

月 に到達 した後食物 にな り神 々に食べ尽 くされ ると虚空に はい ると説かれ る9)。

3 五 火 二道説以降の二道説

3-1 MuU.1, 2, 10-11MuU.1, 2, 10に お いて この世への再 生が説かれ, そ

れ と対置す る階梯 が1, 2, 11に お いて説かれ る。 ともにpitryana, devayanaの

語 は現われ ないが, 『条件 のたて方が五 火二道説10)に 類似 している。

devayanaは「 太 陽の門(suryadvara)を 通 り, … …purusaの 在 る 所 に 行 く

くparyanti)」 と説 かれ, 経 路 としては太陽の門11)を 通過す る とす るの み で, 死 後

火葬 され るのか否か も不明であ る。 最終の到達点がBrahman (loka)で はな く

purusaの 在 る所 とあるのも注意すべ きであろ う12)。pitryanaの 経 路 は「 彼 らは

天空の頂(nakasya prstha-)13)に お いて善 行に応 じて留 まった後, この世 にあるい

は より劣 った 〔世界〕 に入 る(VIS-)」 と説 かれ る。 天空の頂 が五火二道説でみた

月の機能 に類似す る働 きを もつ ことが知 られ る14)。

3-2PrU.1, 9[16PrU.1はKabandhin Katyayanaの「 師 よ, 一 体 こ れ

らの生類 は どこか ら生 まれ て くるのですか」15)と い う質問(1, 3)にPippalada

仙 が 答 える(1, 4-16)形 で説示 され る。1, 9がpitryanaに 関す る部分 であ り, 

こ こで「 南行(daksina)」pitryanaで あ る とす る。 南行を とって月の世界を

獲得 し(abhiji)こ の世 に再び帰 って くる と説かれ るが, 月 で留 まる期間 は示 さ

れ ない16)。 これに対 してdevayana(1, 10)は「 北 行に よ り(uttarepa)」 と表現

され るが, そ れがdevayanaで あ る とは明言 されない。 経路 は「 北行 に よ り太陽

に達す る。」と説かれ, 条 件 として「 苦行に よ り, 梵 行に よ り, 信 仰に よ り, 知

識 に よって, ア ー トマ ンを探 求 して」 とい う。「苦行, 梵 行を有す る者 らはbra

hmalokaを 有 す る」(1, 15)か ら太陽 とbrahmalokaの 関 係を思わせ る。

4む すび 上 の比較 か ら, 二 道説の経路 は孟火 道説の象徴的な表現がMuU.f

3'rU.に お いて簡略化 された といえ る。devayanaの 到 達点 には動揺が み られ る

が, これ はMuU., PrU.の 教 義の傾向 を考察す る上での一 つの視 点を与 え るで

あ ろ う。pitryanaに お いては, 月 が折返 し点 として位 置づけ られてい る よ うで

あ る。devayanaを 進 む条件 は修行的側面 が よ り具体化 され る一 方, 五 火二道説
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のagnihotra祭 を 背景 とす る秘義 的な知識17)を 条 件 とせず, 関連 も薄れてい る。

ChU.4, 15, 5に もChU.5, 10, 1-2のdevayanaと 同一 の経路が示 されるが, 

これ につい ては紙数 の都合 で省略す る。

1) ChU.5, 3-10, BAU(K).6, 2, 15-16; BA,U(M).=SB(M).14, 9, 1, 1-19.

2) 井 狩 弥 介「 ヴ ェ ー ダ祭 式 文 献 にみ られ る再 生 観 念 の諸 相」 『人 文 学 報 』65, 1989, 

pp.69-78.

3) ChU.5, 3-9; BAUK.6, 2, 9-14; BAUM.=SBM-14, 9, 1, 12-1-.ま たJB.1, 45-46

に も説 か れ て い る。 詳 細 はH.W. Bodewitz, aiminiya Brahmana 1; 1-65, Leiden

19-3, pp.110-123, 243-253を 参 照。

4) ChU.5, 10; BAUK.6, 2, 15-16;BAUM.SBM.14, 9, 1, 18-19.

5) KausU.1, 2に は, JB.1, 1-18; 45-46; 49-50と 類 似 す る「 神 々へ の道」(deva=

yanam panthanam)に つ い て の 記述 が み られ る が, これ は注 記 で 触れ る に と どめ る。

6) KausU.で は諸 々の 神 々を 通 過(1, 3)し てBrahmanに 辿 りつ く(1, 4f)と い う。

7) 男 な る火(purusagnl), 女 な る火(yosaghi)の 箇所 はBAUM.に は な い。

8)「 〔以前 に〕 来 た と き と同 じ この道(adhvan)を 再 び 戻 って い く」 と月か ら虚 空 へ

再 度 戻 る こ とが 説 か れ るが, 虚 空 か らそ れ 以 降 の 道 は 戻 らな い。 また 戻 るな らば, 輪

廻 転 生 の過 程 が 成 立 しな くな る。 さ らにChU.5, 10, 7-10で は どの よ うな 母 胎 に はい

るの か と, 二 道 を 経 ない 者 の行 方 も説 か れ る。

9) KausU.は 月 の試 問 がbrahmanへ 向 か うの と輪 廻 の 分 岐 点 に な る。

10) ChU.5, 10, 1; BAUM.6, 2, 15; BAUM.=SBM.14, 9, 1, 18

11) suryadvaraと い う成語 はMuU.の み に見 られ る。

12) MuU.の 場 合 は「 こ の よ うに知 った」 とい う条 件 は示 され な いが, devayanaを 進

む 者 の条 件 が「 森 に お い て, 苫 行 と信 仰 とを 修 し, 寂 静 で あ り乞 食 行 を 行 ず る 賢 者

ら, 欲 望 を 離 れ た 彼 ら」 とあ り, よ り具 体 的 にか っ 強 調 され て い る とい え る。

13) AV.7, 80, 4; 9, 5, 15;11, 1, 4;30;37な どの文 脈 か らnakasyaphaが 死 後

の行 方 であ る と知 られ る。J. Gonda, The savayajnas, Amsterdam 1965, P.123;

220.参 照。

14) MuU.で のpitryanaを 進 む 者 の 条 件: 「 困 惑 した 者 ら は祭 祀 と善 行 とを 最 善 の も

の と思 い, 他 な るす ぐれ た もの を知 らな い。 彼 らは … …」

15) cf.ChU.5, 3, 2; BAU.6, 2, 2(Pravahana Jaivaliの 質 問)。

16)「 『祭 祀 と善 行 とを な され た仕 事 』 と念 想す る者 らは」 を 条件 とす る。

17) 井 狩 弥 介「 輪 廻 と業」 『岩 波 講座 東 洋 思 想 第六 巻 イ ン ド思 想2』283頁 以下 参 照。

〈キ ー ワー ド〉devayana, pitryana, ウパ テ シ ャ ッ ド

(大 谷 大 学 大 学 院 修 了)
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